
高校英語 速読ラダー 08｜資料つき｜標準版

読書週間のおしらせ 　年　組　番　名前＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

目標: 120 wpm（114語を55秒）。共通テストのリーディングは、これくらいの速さで読めると時間内に回せます。

やり方（タイムを測って読む）　①スタートと同時に本文を読む　②読み終わったら黒板・スマホ等の時計で秒数をメモ　③

本文を見ずに設問へ　④答え合わせのあと同じ文章をもう一度読んでタイムを縮める（2回目が本番）

この回は資料つき。タイムを測るのは本文だけで、表は設問のときに見ます。

Reading Week will run from June 10 to June 16. Throughout that week each class collects

points as a group rather than as individuals.

Four ways to earn points are shown in the table below. Any language counts: a book read in

Japanese earns the same points as one read in English, because the aim of the week is the

habit rather than the language.

Record your points on the class sheet beside the door each day. The class with the highest

total will choose which books the library buys in July.

Do not keep your cards until the final day: the sheet is checked every morning, and a late card

counts for nothing.

（114 words・資料をのぞく）　〔語注〕 individual＝個人　total＝合計　recommend＝すすめる（表）

資料 Reading Week: How Points Are Counted

What you do Points Note

finish a book 10 any language

write a card about it 5 three sentences or more

recommend it to a friend 3 once per book only

read during the morning ten minutes 1 per day

設問 本文を見ないで答えよう。 思考・判断・表現

(1)

このおしらせの目的は？

ア. 図書館が7月に買う予定の本のリストを発表する　イ. 読書週間のやり方と点の数え方を知らせる　

ウ. 英語で本を読むことをすすめる　エ. 図書委員の仕事の内容を説明する

1点

（　　）

(2)

日本語の本も同じ点になるのはなぜか。

ア. 英語の本の数が足りないから　イ. 日本語の本のほうが生徒には読みやすいから　ウ. この週の

ねらいが言語ではなく習慣だから　エ. 点の計算を簡単にするため

1点

（　　）

(3)

表によると、1冊の本について1回しかできないのは？

ア. 本を読み終えること　イ. 朝の十分間に読むこと　ウ. カードを書くこと　エ. 友だちにすすめる

こと

1点

（　　）

1回目　（　　　）秒　→　WPM＝114×60÷秒数＝

（　　　）

2回目　（　　　）秒　→　WPM＝（　　　）　クリア条

件: 3問正解 ＋ 120wpm

英語教材ラボ 高校版　https://eigo-kyozai-lab.com 学校・授業での利用は自由です（再配布・販売はご遠慮ください）



高校英語 速読ラダー 08｜資料つき｜標準版

速読ラダー 08 読書週間のおしらせ｜解答と速く読むコツ

実力を伸ばすクラス　偏差値のめやす 50〜60程度　主な学年のめやす: 高2

解答

(1) イ 第1〜2段落。

(2) ウ 第2段落 the aim of the week is the habit rather than the language。

(3) エ 表 recommend it to a friend の Note が once per book only。

3つの版の使い分け

同じ話題を、語数と目標スピードだけ変えた3つの版です（基礎=約130語・80wpm／標準=約160〜220語・110〜120wpm／発展=約

170〜225語・150wpm。発展版は設問も英語）。発展版で語数より速さを上げているのは、共通テストのリーディングが「長い1本」
ではなく「短い文章を次々に」処理する形だからです。読解の3版とは軸が違います——速読は「支援の量」ではなく「どれだけの量

をどれだけの速さで」を変えます。クラスの帯に合わせて1つ選び、その版のまま連番を重ねてください。版をまたぐとWPMの記録
が並ばなくなります。

速く読むコツ

・資料つきは、本文を読み終えてタイムを止めてから表を見る。

・rather than は対比の合図。ねらいが問われる実用文では、そこに理由が入る。

・表は右の列（Note）に条件が入る。条件を聞かれたらそこだけ見る。

記録 帯活動・自習で使うとき（同じ番号を日を空けて再挑戦してよい）

日付 教材番号 1回目WPM 2回目WPM 正解数

英語教材ラボ 高校版　https://eigo-kyozai-lab.com 学校・授業での利用は自由です（再配布・販売はご遠慮ください）
先生用
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